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Yo Haiku
Almond Andel: では、Yo先生、お願いします

Yo Haiku: はーい、では前回まで、

Yo Haiku: 時間、真実、などのテーマから

Yo Haiku: それは客観的にあるものなのか、

Yo Haiku: それとも主観的にあるだけなのか、

Yo Haiku: という会話から、

Yo Haiku: 一人称、二人称、三人称、の立場の違い、

Yo Haiku: というところまできました。

Yo Haiku: （前回いらっしゃってくださった方々、そんなでしたよね？）

Yan Lauria: はいです

Yo Haiku: では今日は、

Yo Haiku: 前回の真実というテーマに基づき、

Yo Haiku: この一人称、二人称、三人称の違い、

Yo Haiku: もう少しはっきりさせ、

Yo Haiku: 「真実」というコンセプトの意味を追求してみましょう。

Yo Haiku: 前回

Yo Haiku: 真実というと

Yo Haiku: 私がいいようといなくとも変わらず

Yo Haiku: ようするに

Yo Haiku: 「客観的に真実」

Yo Haiku: というものやことをさす、

Yo Haiku: という考えがでました。

Yo Haiku: たとえば、誰々さんは

Yo Haiku: 何月何日に生まれた、とか

Yo Haiku: 人間が地球上に存在する前

Yo Haiku: 恐竜がいた、とか

Yo Haiku: 東京のこの住所に行けば「とんかつ庵」という店がある、

Yo Haiku: などの「事実」という意味での

Yo Haiku: 真実です。

Yo Haiku: このような事実は、それが正しいか、間違っているか、

Yo Haiku: の判明のプロセスが

Yo Haiku: はっきりしており、

Yo Haiku: 真か偽かの違いが

Yo Haiku: 「第三者の立場」から判断できます。

Yo Haiku: 「私」という要素に関係なく「現実」にある真実、

Yo Haiku: と表現できるような真実をみる立場、これが

Yo Haiku: 「第三人称」の立場です。

Yo Haiku: ここまではいいでしょうか。

Yan Lauria: OKです

Naoyuki Mertel: はい

appleorange Back: はい

Yo Haiku: 物理の世界や

marube Oh: はい

Yo Haiku: 数学の真偽も

Yo Haiku: このタイプの真実とされます

Yo Haiku: しかし！

Yo Haiku: 前回、そのような真実を「真実としてみている」現在の私の意識、

Yo Haiku: これが常にあるもので、

Yo Haiku: 今私がそれを考えている、

Yo Haiku: だから私の意識上で「これは客観的な真実なのだ」と判断する自分がいる、

Yo Haiku: ここで「第一人称」が登場してきました

Yo Haiku: ようするに、

Yo Haiku: これが前前前回ぐらいでた「見る目」の私です。

Yo Haiku: そして

Yo Haiku: この第一人称の観点からいくと

Yo Haiku: 真実、の意味が少し変わってきます。

Yo Haiku: 「客観的にある」ではなく、

Yo Haiku: 「自分が確信できること」

Yo Haiku: 「完全に間違いなく自分がこうだ！」っと断言できること、

Yo Haiku: （デカルトのわれ考える、における「疑えない事実」というやつです）

Yo Haiku: そういう「直感した確実性」が「真実」だ、

Yo Haiku: と定義する方法もあります。

Yo Haiku: 芸術的判断や、

Yo Haiku: 倫理的判断、

Yo Haiku: たとえばこのとんかつはおいしいがあっちのは絶対まずい、とか

Yo Haiku: あの人がしたあの行動は絶対間違っている、とか

Yo Haiku: 自分で確信する、という意味での真実です

Yo Haiku: 普通は

Yo Haiku: 客観的な真実と重なり

Yo Haiku: たとえば、２ｘ２は４だ、

Yo Haiku: というのは、

Yo Haiku: 客観的であり、自分で確信することでもあります

Yo Haiku: だけど、

Yo Haiku: 芸術や倫理の世界などの例をとると

Yo Haiku: 違いがある、ということもわかります。

Yo Haiku: 自分がいくら確信して絶対そうだ、と思うことも、

Yo Haiku: 別の人は「いや、私はその逆が正しいと確信する」

Yo Haiku: という場合もあります。

Yo Haiku: ここで、

Yo Haiku: 客観的真実を重視するタイプの人は

Yo Haiku: 「それは意見の違いであって真実とは関係ない」といい、

Yo Haiku: 主観的真実を重視するタイプの人は

Yo Haiku: 「真実にはいろいろなタイプがあるのだ」

Yo Haiku: という意見になります。

Yan Lauria: （あはは）

Yo Haiku: ここまでは大丈夫でしょうか。皆さんは自分で

marube Oh: はい！

Yo Haiku: どちらのタイプだと思いますか？

Yan Lauria: （定義の違いだとか、立場の違いだとか思いますね）

comet Morigi: ノこれは、前回にも疑問を感じていた部分で(主観的真実？)

Yan Lauria: （前提条件が違うとか

marube Oh: 時と場合によりますね。。

Alfred Kelberry: hi :)

t: Alfred Kelberry: こんにちは ^ ^

Alfred Kelberry: free talk today?

t: Alfred Kelberry: 話今日の無料ですか？

Almond Andel: わたしは主観的かも

Yan Lauria: Hi Alfred, this is Japanese language seminor

Almond Andel: 真実にはいろいろなタイプがある

Mogura Yokosuka: 基本後者ですね

Yan Lauria: about philosophy

Alfred Kelberry: ah, ok

t: Alfred Kelberry: ああ、[OK]を

Amari Blackburn: どっちだろう・・・最近、自分の情動がどこに軸をおいているのかわからなくてw

Alfred Kelberry: gilles has a philosophy workshop in kira :)

t: Alfred Kelberry: Gillesは、キラキラの哲学のワークショップがあります ^ ^

comet Morigi: 今のYoさんの区分、客観的真実派・主観的真実派があるとするなら、私は徹頭徹尾・真実という言葉の中に、既に客観性が含まれているとした方が、言葉の定義としては馴染み深く感じます。

Yo Haiku: 「いろいろあったらそりゃ真実とはいえない」という方は？

Yo Haiku: なるほど、

comet Morigi: 日本語の哲学では、主観的真実という表現は、一般的なのでしょうか？

comet Morigi: 裁判であれば、「心証」と言いますね。裁判官にとっての、真実性。

Yo Haiku: うーん、哲学の世界の中では一般的とまではいかないかも知れませんが

Yo Haiku: 芸術論や倫理学では使われます

comet Morigi: 私は「心証」という言葉が好みで。

Nyanta Crystal: こんばんは～～＾

marube Oh: （こんばんは。）

Yo Haiku: この「心証」というのが「主観的な真」でしょう、

comet Morigi: どんなに証拠を積み重ねても、結局は、裁判官の主観的な直感に委ねざるを得ない、そんな謙虚さを感じます。心証という語に関して。

Yo Haiku: 真実、の実の字を取ったほうがいいのかも知れません

comet Morigi: 龍馬伝、NHKで放送中ですが、

comet Morigi: 土佐弁で

comet Morigi: 「まっこと」が、頻出します。

comet Morigi: これは、恋心や恩義に対しても使う。

Yo Haiku: 意味としてはそうです、

comet Morigi: 「まっこと、皆様のおかげで、今日の三井郵船があるものと、」

Yo Haiku: 日本人は、

Yo Haiku: 真実といったっていろいろある、

Yo Haiku: という見方が多いですが、

Yo Haiku: 特にアメリカ、ヨーロッパでは

Yo Haiku: その逆で、

Yo Haiku: 「私」を介さない真実が真実で、あとは意見、主観的見方の違いだ、と定義する立場が

Yo Haiku: 俄然多いですが、

Yo Haiku: これは宗教的な背景もあり、

Yo Haiku: 神が真実の元、

comet Morigi: (「真実なんて無い」って、言いません？)

Yo Haiku: そのような神のいない東洋思想に基づく見方、

Yo Haiku: という違いもあります。

Yo Haiku: 「人間を離れての真実なんてない」

Yo Haiku: （なぜなら真実、というコンセプト自体が人間のものだから）

Yo Haiku: という見方と、

Yo Haiku: 最終的には私たちは自分たちの意識の外に出ることはできないからそこから判断する、という意味での

Yo Haiku: 「客観的真実」はない、

Yo Haiku: という言い方もできます。

Yo Haiku: 第二人称にもちょっと行って見たいのですが

Yo Haiku: どうでしょう、あと８分ぐらしかないのかな

Yo Haiku: ちょっとここまで、

Yo Haiku: 意見、質問他にもどうぞ

Yan Lauria: （できれば二人称の話も聞きたいです）

Almond Andel: (同感です）

Yo Haiku: 二人称、というのは

Yo Haiku: 私とあなた、そして他の人たち、

Yo Haiku: の間にある意識のことで、

Yo Haiku: 「自分たち」の意識、

Yo Haiku: 「世の中の意識」

Yo Haiku: のように、

Yo Haiku: 物理的な第三者の立場でもなく

Yo Haiku: 個人的な主観の立場でもなく、

Yo Haiku: その間にある意識ですが、

Yo Haiku: 「個人的でない」という意味で

Yo Haiku: 第二人称も「客観的」である、と見ることもでき

Yan Lauria: 「われわれ国民の立場から言うと」というやつですね

Yo Haiku: そうです、一例は「国民意識」

Yo Haiku: もっと身近に

Yo Haiku: 「うちでは」

Yo Haiku: などもそうです

Yo Haiku: 「うちではね、絶対これが正しいの」

Yo Haiku: すなわち

Yo Haiku: 「家のおきて」や

Yo Haiku: 友人関係の中で

Yo Haiku: シェアされているもの

Mogura Yokosuka: ノ

Yo Haiku: これらも

Yo Haiku: 第二人称意識です

Mogura Yokosuka: 私にとっての真を　共有化→一般化することが客観と感じるものに近くなるということですか？

Yo Haiku: 真実とは実は第二人称から成り立っているのだ

Yo Haiku: という立場もあります。

Yo Haiku: 人間外の真実はなく

Yo Haiku: かと言って

Yo Haiku: 主観的なのでもなく

Yo Haiku: 人間が歴史やコミュニケーションを通して

Yo Haiku: 「真実とした」ことが真実なのだ

Yo Haiku: という立場です。

Yo Haiku: 客観真実信仰者はここで

Yo Haiku: 「そんなんは真実とは言わん！」っと

Yo Haiku: 激怒しますが

Yo Haiku: 普通の人には飲み込みやすい立場です。

Yan Lauria: （うぬん）

Yo Haiku: あっという間に

Yan Lauria: （うんうん）

Yo Haiku: また時間なんですが

Yo Haiku: 又次回ですね！

Almond Andel: もう！ですね

Naoyuki Mertel: はい＾＾

Mogura Yokosuka: 早いｗ

marube Oh: あっという間。

Naoyuki Mertel: 1時間早い～～

lili Audebarn: そうですね＾＾

Yan Lauria: コメントです

Yo Haiku: どうぞ

Yan Lauria: それぞれが真とするところがバラバラなのはよくあることですが、結構、真とすることが共通する場合も多いのが不思議なんですが

Yan Lauria: というか、共通の真を見抜く力があるから人間は集団で生存競争に勝てたと

Yo Haiku: なるほど、

Yo Haiku: おもしろいですね

Yo Haiku: 生物進化論的な真実の定義かも知れません

Yo Haiku: ではまた次回、続けましょう

Almond Andel: Yo さん、ありがとうございました

Yo Haiku: 皆様今日もどうもありがとうございました、

appleorange Back: ありがとうございました＾＾ｗ

Amari Blackburn: はい。ありがとうございました。

Yo Haiku: お疲れ様でしたー

marube Oh: ありがとうございました！

lili Audebarn: ありがとうございました＾＾

Nyanta Crystal: ありがとうございましたー＾＾

Alha Iwish: ありがとうございました

Almond Andel: ウェブで、このログを過去ログとして掲載していますので、

philia Blessed: ありがとうございました

Mogura Yokosuka: ありがとうございました

Almond Andel: 参考になさってください。

Naoyuki Mertel: ありがとうございました

Almond Andel: 来月は、12月7日、ですね
